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表 2 回帰分析の結果(独立変数と一部の統制変数)
対面回数 電話回数 電子メール往復数
標準化係数ベータ t 有意確率 標準化係数ベ-夕 t 有意確率 標準化係数ベータ t 有意確率
B社の結果 タスクの相互依存度 0.146 2.279◆ 0.088 1.481 0.170 2.691 ◆◆■
会話に直近の話麺が占める割合 -0.099 -1.518 0.035 0.577 -0.012 -0_188
人員間の距離(対数変換) -0.284 -4.396 ◆◆■ 0.238 3.952 0.070 1_092
R2乗 0.177 0.283 0.196
調整済みR2乗 0.111 0.226 0.133
F値 2.699 4.969 *** 3.075 ◆
N 258 258 258
【参考】阿部 (2006)の分析結果 人員間の距離(対数変換) -0.493 -10.697◆ 0.310 5.956◆◆ -0.020 -0.379
R2乗 0.354 0.176 0.188
調整済みR2乗 0.325 0.139 0.152
F値 12.224 4.754 ■◆◆ 5.177 ■■■
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0.93 2.85 0.299*** -0.080
3.64 4.82 -0.001 0.121** 0.330***
N-271
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表4 回帰分析の結果 (統制変数)
経 営 と 経 済
対面回数 電話回数 電子メール往復数
標準化係数ベータ t 有意確率 療準化係数ベータ t 有意確率 標準化係数ベータ t 有意確率
(定数) 0.537 -2.470 ◆■ -3.169■◆
回答者の属性 女性ダミー 0.069 1.108 -0_012 -0.199 -0.034 -0.558
役職ダミー 0.124 1.661 ◆ 0.039 0.554 0_024 0.329
在籍年数 -0.105 -1.322 0.132 1.782 ◆ 0.010 0.130
建物配属年数 0.046 0.731 -0.015 -0.247 0_247 3.962 ◆ ■ ◆
相談相手の数 技術に関する相談相手 0.091 1.266 -0ー044 -0.657 0.068 0.948
市場ニーズに関する相談相手 -0.016 -0.224 0.124 1.846 ◆ 0_221 3.102 ■ ◆ ■
タスク ルーティンの占めろ乱合 0.085 1.334 0.053 0.890 0_006 0.100
職種 スタッフ -0.063 -0.947 0.001 0.020 -0ー069 -1.054
営業 .マーケテイング -0.094 -1.340 0.315 4.834◆ 0.073 1.063
その他 -0.074 -1.129 -0.032 -0.526 -0_018 -0.279
コミュニケーションとの共通のバックグラウ ド 出身地が同じである -0.026 -0.274 -0.102 -1.167 -0_046 -0.494
同じ学校の出身である -0.016 -0.182 0.073 0.882 0_041 0.466
入社年次が(ほぼ)同じ -0.012 -0.167 -0.058 -0.901 -0_031 -0.455
同じ時期に社員寮にいた 0.060 0.898 0.048 0.772 -0_014 -0.209
同じチームに所属したことがある -0.087 -1,401 -0.024 -0.410 -0.046 -0.745
同じプロジェクトに参加したことがある 0.078 1.234 0.087 1.460 -0.023 -0.367
‡ⅠR2乗 0.177 0.283 0_196
調整済みR2乗 0.111 0.226 0.133
F値 2.6991 ■ ■ ■ 4.969 3.075 ◆ ◆ ◆
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人員問の距離 とコミュニケーシ ョン ･パターンに関する実証分析 :
ある国内電機 メーカーを対象 として
47
1 本論文は,阿部 (2008)の一部を加筆 ･修正したものである.
2 Simon(1997),p.211.
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16 表 1に示されているように,それぞれ ｢該当しない-0｣,｢該当する-1｣とするダ
ミー変数である.なお,⑤の ｢チーム｣とは,一般的には ｢部門｣や ｢部署｣に該当す
ると考えてよい.
17 相談相手の数については,以下の選択肢の中から最も適切なものを選択していただい
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